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国立天文台のブランディング戦略の一環として、配布用国立天文台ロゴファイル
の作成と国立天文台ロゴ使用のガイドラインを策定しました。

ロゴファイルの配布
従来、オリジナルPDFの色が特色だったことにより適切なカラーモード変換を施
さなかったため、ロゴの美しさが損なわれている使用例が多々ありました。この度、
適切なカラーモード変換を施したファイルを作成し、配布します。

ガイドライン
ロゴの視認性や美しさを保った使用ができるよう、ガイドラインを策定しました。 
間違った使用による国立天文台のブランド価値低下を防ぐとともに、一貫したロゴ
使用により、洗練された研究機関という印象を向上させて国立天文台のブランド
価値を高める狙いがあります。

国立天文台 天文情報センター 広報室

言葉の定義

シンボルマーク

ロゴタイプ

：「NAOJ」部分

ロゴ：シンボルマーク + ロゴタイプ

：「国立天文台」と「National Astronomical Observatory of 
Japan」の部分

ロゴ

シンボルマーク

ロゴタイプ

はじめに



ロゴを使える者

1. 国立天文台の職員・学生・客員教授等、名誉教授等が国立天文台の業務や研
究・広報・教育・普及活動で使用する場合

3. 国立天文台が主催する企画で使用する場合

4. 国立天文台が共催・協力・後援・協賛等を行なっている企画で使用する場
合
イベント等への国立天文台の共催・協力・協賛等を得るには申請が必要になりま
す。
手続きについては、国立天文台 総務課総務係にお問い合わせください。

5. 国立天文台のロゴを使ったグッズ等を作成し販売する場合
国立天文台との契約とロイヤルティの支払いが必要になります。
詳細は、国立天文台 研究推進課研究支援係にお問い合わせください。

2. 国立天文台や自然科学研究機構と協定を結んでいる者が、協定に関する企画
で使用する場合

6. そのほか、国立天文台が認める者
国立天文台 天文情報センター 広報室長 にお問い合わせください。



シンボルマークとロゴタイプの組み合わせパターン

シンボルマークのみ シンボルマーク+ 漢字ロゴタイプ（下） シンボルマーク+ 欧文ロゴタイプ（下）

シンボルマーク+ 漢字ロゴタイプ（左上） シンボルマーク+ 漢字ロゴタイプ（左上）
 + 欧文ロゴタイプ（下）
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グラデーション（基本）

黒単色 白単色 群青色単色

色のパターン



背景色との関係

視認性やロゴの美しさが損なわれないよう、背景（色）に対して適切な色のロゴを選択してください。

背景色：白

グラデーション、黒、群青色を使用してください。

背景色：明るい単色

黒、群青色を使用してください。グラデーションは非推奨。

複雑な背景、写真

白、黒を使用してください。

写真を暗く補正して視認性を上げる例

背景色：黒、濃い単色

白を使用してください。

複雑な背景や写真の上にロゴを配置するときは特に注意が必要です。視認性や
美しさが保てない場合、背景や写真を修正することも検討してください。

映像などで「透かし」として使う場合に限り、ロゴに透過の効果を追加すること
ができます。



保護エリア

X

0.25X

0.25Xロゴのイメージと独立性が保たれるように、原則として以下のようにロゴの周
りに余白（保護エリア）を設けます。余白のサイズはシンボルマークのOの
1/4 です。この領域内には、ほかのデザイン要素や文字などをできる限り表示
しないようにしてください。

X

0.25X

0.25X



禁止事項

シンボルマークとロゴタイプの位置を変えないでください

縁取りしないでください

ドロップシャドウ等の効果を追加しないでください

アウトライン表記しないでください

変形させないでください

3Dにしたり、分解して使わないでください



禁止事項

複雑な背景や写真、濃い背景色の上にグラデーションを配置しないでください

透過させないでください（映像等で透かしとして使う場合を除く）

誤ったカラーモード変換のロゴを使わないでください
オリジナルPDFの色は特色（DIC）で指定されているため、オフィス系ソフトウェ
アやウェブサイトで使うにはRGBへのカラーモード変換が必要です。
特に、2020年 6月までカラーモード変換を誤ったデータが配布されていたた
め、O全体やO右下のグラデーションが濁っているケースが多いので注意してく
ださい。

指定以外の色を使わないでください



従来のロゴファイルの問題点

1. オリジナルPDFの技術的不備

「バージョン1（シンボルマークのみ）」を基準にすると次のような不備があった
バージョン2( 下に漢字 ): J の位置が若干下
バージョン3( 下にアルファベット): J の位置が若干下。色の値が異なる
バージョン4( 左上に小さい漢字 ): 色の値が異なる
バージョン5(小さい漢字とアルファベット): 小さいロゴの星のパスとがOのパス
が結合されておらず、星の形が若干異なる
指定されているDICとCMYKを色見本で比較すると色の印象が異なる

2. 色を特色（DIC）で指定しているため、ほとんどの場合で使用時に適切なカ
ラーモード変換が必要だが、その認識が共有されず、グラデーションの美しさが
損なわれた使用例が多発した

3. 従来、事務部サイトで配布されていたカラー変換後のファイルに不備があった

今回作成した配布用ロゴファイルの方針

1. オリジナルを尊重しつつ、技術的不備を修正する

バージョンにより異なるシンボルマークのJの位置は、バージョン1を採用する
DICからRGB, CMYKへの変換はDIC 社提供ツールの値を採用する（オリジ
ナルのCMYKやAdobeソフトウェアによる変換値は採用しない）

2. デジタル用 (RGB)、印刷用 (CMYK, DIC)のカラーモードのデータを用意し
て、専門知識のない者でも使いやすいデータを提供する

補足


